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ーア ルデ ヒ ド 脱水素酵素活性 に 及ぼす影響 ( in 森 田 真寿行， 山下三郎， 石川 信雄， 市村宏子， 佐藤
vitro ) 第 1 3 回 日 本ア ル コ ー ル医学会総会， 1978 . 10 ， 博 : B C NU の 薬理作用 に 関す る 研究. 医薬品研究
前橋. 9 : 766- 786 ， 1978. 
3 )  塩原ゑ い子， 塚 田 美代子， 中 西頴央 Fomi -
noben の肝臓作用 : 肝腫大， 小胞体増殖 と mixed-
funct i on oxidase 活性 と の 関係， 第29 回 日 本薬理学
会北部会， 1978 . 10 ， 弘前.
4 ) 奥村慶子， 山崎弘美， 中 西頴央 : Chl oral 
hydrate な ら ぴに tri ch loroethanol の ラ ッ ト 肝
aldehyde dehydrogenase 活性 と 血 中 acetaldehyde
l eve l s に 及ぽす影響， 第29回 日 本薬理学会北部会，
1978 . 1 0 ， 弘前.
5) 武田龍司， 百瀬弥寿徳 : モ ルモ ッ ト 盲腸紐に
対す る acetaldehyde の作用 と 外液 イ オ ン の影響， 第
5 1 回 日 本薬理学会総会， 1978 . 3 ，  仙 台 .
6 ) 百瀬弥寿徳， 武田龍司 : モ ル モ ッ ト 盲腸紐平
滑筋 に お け る 膜抵抗 な ら びに 活動電位に 及ぽす ア セ
ト ア ルデ ヒ ド の影響， 第13回 日 本ア ル コ ー ル医学会
総会， 1978 . 10， 前橋.
3 . 原 著
1 ) Sh iohara ， E . ， Tsukada ， M. and Nakan ish i ， 
S . : Act ivi t i e s  of hepat i c  microsomal e l ectron 
t ransport system in prol onged ethanol -t reated 
rat s. Jap. J. Stud. Al coho l .  1 3 : 37 - 43 ，  
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2 )  Nakan i shi  ， S . ， Sh iohara ，E .  and Tsukada ， 
M. : Rat 1 iver aldehyde dehydrogenases : S t rain 
differences  in  the response of the enzymes to  
phenobarb i tal t reatment. Jap. J. Pharmacol . 
28 : 653- 659， 1978. 
3 )  Sh iohara ，E. ， Tsukada ， M. ， Yamazaki ， H. 
Okumura ， K. and Nakani shi .  S .  : Effect s of t r i ­
chl oroethyl ene and i t s  metabol i tes  on  in vitro 
act ivi t i e s  of rat l iver aldehyde dehydrogenases. 
Jap. J. S tud. Al coho l . ， 1 3 : 281 - 284 ， 1978 . 
4 ) Nakani shi ， S . ， Sh i ohara ，E . ， Tsukada ，M. 
Yamazaki ， H. and Okumura ， K. : Acetaldehyde 
l evel in the bl ood and 1 iver  a ldehyde dehydro­
genase act ivi t i es in t r i chl oroethy l enet reated 
rat s. Arch. Toxi col . ( Ber l . ) 4 1 : 207 - 214， 
1978. 
5 )  Takeda ， R. and Momose ， Y. E ffects  of 
acetaldehyde on e l ectri cal and mechani cal 
act ivi t i e s  of guinea-pig taeni a col i .  Arch. 
int .  Pharmacodyn. 232 : 14- 27 ，  1978. 
6 )  百瀬弥寿徳， 塩原 ゑ い子， 塚 田 美代子， 武 田
龍司， 中 西頴央， 長谷川 嘉成， 門 田 利 人， 武藤紀生，
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l 研究概要
お も に ， 化学的環境刺激 と 生体反応 に つ い て の研
究 を ， 植物 と 動物に つ い て ， 分子 レ ベルか ら 集 団 レ
ベルに わ た っ て行な っ て い る 。
1 ) 大気汚染が植物の代謝に お よ ぽす影響
比較的軽度の大気汚染地域でス ギ葉中 の タ ン ニ ン
生成が抑制 さ れて い る こ と を 見出 し ， こ の 原因 を 解
明 す る た め芳 香族化合物の生合成 と 大気汚染物質 と
の 関係 に つ い て シ キ ミ 酸経路 を 中心 と し て検討 し て
い る 。
2 )  ア レ ル ギー疾患 の 免疫学的， 疫学的研究
植物花粉， 特に ブ タ ク サ花粉が端息やア レ ル ギー
性鼻炎 を 多発 さ せ る こ と に 注 目 し ， 免疫学的 な手法
を 用 い て研究 を 行な っ て い る 。 ま た ， 一定地域集団
に対 し て 大気 中 の植物花粉が ど の よ う に 影響 を 与 え
る か疫学的調査研究中 であ る 。
今後， 植物花粉以 外の ア レ ルゲ ン に つ い て も ， 抗
原性お よ びそ の 人体影響両面に つ い て研究 を 予定 し
て い る 。
3 ) 組織培養 を 用 い た 環境汚染物質の研究
現在 ま での と こ ろ ， お も に 神経組織 を 用 い た研究
を 行な っ て い る 。 目 的は 2 つ あ り ， そ の 第 1 は ， 神
経毒性 を 発揮 し う る 化合物の モ ニ タ ー であ る 。 疎水
性の化合物 を 中心に検討 を 進め て き て お り ， か な り
in vivo の 成績 と 培養 を 用 い た 成績 と が対応す る と
い う 結果 を 得て い る 。 第 2 の 目 的は ， 毒性の機序 を
解明 す る こ と であ り ， 水銀化合物 を 中心に 研究 し て
き て い る 。 こ の過程で一連の生体膜安定化物質が水
銀化合物の神経毒性 を 修飾す る こ と を 見出 し た 。
4 )  労働衛生に 関す る 研究
各種の重金属， 有機溶剤， そ の他の化合物 を 取 り
扱 っ て い る 職場に お け る 作業者の ( 疾病以前の ) 健
康 よ り の逸脱状態 を ， お も に 自 覚症状の面か ら チ ェ
ッ ク す る 方法に つ い て調査研究 し て い る 。
2 .  学会報告
1 ) 寺西秀豊， 水野徳美， 岡 田 晃， 大村外志隆，
森田 真寿行， 山下三郎， 石 川 信雄， 市村宏子， 佐藤
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中 川 秀昭， 西正美 : ブ タ ク サ花粉症の疫学的研究 ・
3 年間の追跡調査， 第25 回 日 本小児保健学会， 1978 . 
10 ， 米子.
2 ) 寺西秀豊， 森源三郎， 今村信夫， 多 田 チ ヨ 子，
石 田 セ イ 子， 寺 田 洋子 : 保健所に お け る 発達相談の
試み， 第 四 回社会医学研究会， 1978 . 7 ，  京都.
3 )  加藤輝隆， 加須屋実， 狐塚寛 : 大気汚染 と タ
ン ニ ン 等の植物成分 と の関係に つ い て， 日 本薬学会
北陸支部第47 回例会， 1978 . 1 1 ， 富 山 .
3 . 原 著
1 ) 寺西秀豊 : ブ タ ク サ花粉症 に 関す る 疫学的研
究 ( 第 1 報 ) ・ ブタ ク サ花粉 と 児童の呼吸器症状の
関連. 日 本公衛誌 25 : 482- 492， 1978. 
2 )  寺西秀豊 : ブ タ ク サ花粉症 に 関す る 疫学的研
究 ( 第 2 報 ) ・ ブ タ ク サ花粉特異的免疫 ク。ロ プ リ ン
E 抗体に よ る 観察. 日 本公衛誌 25 : 493 -501， 
1978 
3) 山 田 裕一， 寺西秀豊， 鏡森定信， 清水説 : 反
応染料 React ive Orange 7 に よ る 気管支哨息の 1 症
例 と RAS1V)変法に よ る 特異的 IgE 抗体の検出. ア
レ ル ギー 27 : 429 - 433， 1978 . 
4 )  鏡森定信， 水野徳美， 寺西秀豊， 岡 田 晃， 西
正美 : 学童の慢性呼吸器症状発症群に お け る ア レ ル
ギ一度 膚 反応 と IgE の検出. 小児保健研究 37 : 
126- 131， 1978. 
5 )  寺西秀豊， 山 田 裕一， 成瀬優知， 岡 本学， 庄
司俊雄， 鏡森定信， 岡 田 晃， 飴野清 : 抗原性帰化植
物の花粉ア レ ルゲ ン と そ の 人体影響 ( 第 4 報 ) ・ ブ
タ ク サ花粉ア レ ルゲ ン に 対す る IgE 抗体の証明. 北
陸公衛誌 5 : 46 -51， 1978. 
6 ) Miyahara ，T. . Kato ，  T. ， Nakagawa ， S. ， 
Kozuka ， H. ， Sakai ，  T. ， Nomura， N. and 
Takayanagi ，  N. : Infl uence of po i sonous metal s 
on the bone metabol i sm. 1. The effect of cad­
mium on the oss i f i cat i on of chick embryo t ib ia  
in t i ssue cul ture. J .  Hyg. Chem. ( Japan ) 24 : 36 
-42， 1978 . 
7 ) Kagamimor i ， S . ， Okada ， A. ， Sato ， T. ， 
Kato ， T. and Kawano ， S .  : A pl ant indi cator of 
air pol l ut i on and human heal th in  Japanese 
rural communi t i es. . Envi ronmental Research 
1 7  : 33 - 45 ，  1978. 
8 )  加須屋実 : ス テ ロ イ ド に よ る 有機水銀剤 の毒
性の修飾. 北陸公衛誌 5 : 1 1 - 15 ， 1978. 
9 ) 加須屋実， 照井和幸 : 病院調剤室に お け る 環
境調査一一騒音， 自 覚症状に つ い て一一. 北陸公衛
誌 5 : 56 -63， 1978. 
4 . 著 書
1 ) 加須屋実 : 環境毒性学 ・ 下巻， 日 刊工業新聞
ネ土， 1978. 
5 .  そ の他
1 )  加須屋実 : 環境毒性学の確立 を . 北陸 と 公衆
衛生 8 1 - 3 ，  1978. 
2) 寺西秀豊 : 松任保健所の発達相談活動 に 参加
し て. 北陸 と 公衆衛生 8 : 16， 1978. 
3 )  加 須屋実 : 組織培養 を 応用 し た毒性研究. と
や ま 県 医報 必. 746. : 14- 17， 1978. 
法 医
教 授 大 谷 勲
助 手 龍 谷 秀 翁
1 . 研究概要
1 ) 窒息死に 関す る 研究
品比
千
外 因 死中 も っ と も 主要 な 死因 であ る 窒息 に 際 し て
認め ら れ る 主徴の 1 つ であ る 溢血点の成 因 に 関す る
基礎的研究 と し て， 生体膜に 着 目 し ， 生理， 生化学
的 に ， ま た動物実験に よ っ て 形態 と も 結びつけ た 解
析 を 進めて い る 。
2 )  個 人識別 に 関す る 研究
ア ) ヒ ト 精液の 多型現象
有形成分であ る 精子に は 従来か ら 知 ら れて い る 血
液型物質は 含 ま れ て い な い が， 精子デ ィ ア ホ ラ ーゼ
に 着 目 す る と 電気泳動 的 に個体に よ っ て 異 な っ た ア
イ ソ ザ イ ム パ タ ー ン を 示 し ， コ ー カ シ ア ン では 多型
現象の あ る こ と が報告 き れて い る 。 し か し 本邦 人 の
そ れ に つ い て は 十分明 ら か に さ れて お ら ず， 従 っ て
そ の 多型 の有無 を 検討 し ， 性犯罪事例 に お け る 個 人
識別へ の応用 に つ い て研究 を 進め て い る 。 他方， ヒ
ト 精楽 に は Ac id PMEase が 多量に 含 ま れて お り ，
そ の 多型現象に つ い て 明 ら か に し た わ れわ れの成果
に も と づい て き ら に 3' ー， 5 ' -AMPase に 着 目 し ， 検
討 を 加 え て い る 。
イ ) ヒ ト 赤血球膜に 局在す る 抗原 に よ る 血液型以
外の血液， 蛋 白 多型 ま た は 変異
血球酵素型， 組織酵素型， お よ び血清型 に つ い て
の基礎的研究， お よ び犯罪事例， 親子鑑定事例への
応用 に つ い て 検討 し て い る 。
ウ ) ヒ ト ヘモ グ ロ ビ ン の種属特異性
ヒ ト を は じ め 各種霊長類， そ の他の動物に つ い て ，
ヘモ グ ロ ビ ン の 1 次構造は 近年， 急速に 明 ら か に さ
れ て い る が， そ の種属鑑別 は 免疫学的 な特異性 に 依
る と こ ろ が大 き い 。 わ れ わ れ の こ れ ま での研究成果
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